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要旨本文 

1、背景 

 近年の社会環境の変化は、子供の

身体と心理の健康や発達に対して重

大な影響を及ぼしている。このよう

な状況に基づいて、中国では、学校

外のスポーツ有料スクールの市場は

発展する傾向がある。 

子供のスポーツ参加に関する心理

要因について、ジェンダー間の差異

によりスポーツ参加の意欲や心理に

影響を与える。それ以外には、環境

的要因もある。例えば、子供に対す

る影響要因の中で、両親に関わる要

因はいろいろがある。親の行動、意

識変化は子供に対して好ましい影響

を与える可能性がある

（堤,2013）。一方、政策による

「金メダル主義」と「勝利至上主

義」が市民のスポーツ認知に及ぼし

ている（唐,2007）。 

 日本の先行研究においては、両親

の行為が子供の認知や意識に影響し

ているがわかったが、中国の諸事情

のように、特殊な社会状況を踏まえ

て、家庭背景の面で、両親の教育期

待や両親の運動習慣などに加えて、

スポーツ有料スクールに通う要因を

さらなる検討するのが必要である。

そのため、本研究の目的は安徽省合

肥市における小学生がスポーツ有料

スクールへの参加状況を明らかにす

る上で、それぞれの家庭背景を考察

することである。 

 

2、本研究の構成及び概要 

第１章 中国における学校体育と学

校外スポーツの状況 

 日本に比べて、中国は特殊的な状

況がある。現在の中国における中国

におけるスポーツの発展状況を明ら

かにするには、行政のスポーツ構成

機関及び中国青におけるスポーツに

関わる法と公共政策などを明らかに

しなければならない。その上で、中

国における子供はスポーツスクール

への参加状況を検討する。中国には

「国家体育総局」という体育行政機

関がある。「国家体育総局」によ

り、いろいろな法と公共政策を作っ

た。その中で、青少年に関わる重要

な法と公共政策を以下のようにまと

めた。 

まず、1995 年 中国体育法と全民

健身計画であり、また、2007 年 陽

光スポーツ運動計画であり、最後

に、2019 年 青少年スポーツ促進プ

ロジェクトである。以上の動向で

も、中国の小学生が体力不足の問題

は依然に深刻であり、体を重視しな

い状況は根本的に変わらない。アン

ケート調査によると、「学校のスポ

ーツ場所が狭い（40.8％）」という

問題が存在している。そこで、子供

の体力を高めるために、現在は学校

外スポーツ有料スクールを注目され

ている。 

第２章 学校外スポーツ参加の実態 



 

 国における学校外スポーツの実態

はどうなっているのかについて、中

国では、全国民スポーツが重視して

いる。そこで、スポーツ場所はいろ

いろがある。例えば、市民のスポー

ツ場所を団地、公園、無料公的施設

という三つに分けた。しかし、無料

場所はいくつかの問題点がある。特

にはスポーツ場所の多様化は国民の

スポーツ運動を促進できるわけでは

ない。2013 年まで、中国には公的施

設は 169.46 万所になった。しか

し、わずか 30％の公的施設は市民に

受け止める。 

学校外のスポーツ参加において、

2016 年 12 月まで、非営利組織スポ

ーツスクールの合計は 8217 所にな

った。それに対して、2010 年以前

は、子供のスポーツ有料スクールに

関連する企業はほとんどない。2010

年後、「体育強国建設綱要」や「全

民健身計画」などの政策の発表の

後、中国では、青少年に関わるスポ

ーツ有料スクールは急速な発展を実

現し、注目されてきた。 

 

第 3 章 安徽省合肥市における小学

生スポーツ有料スクールへの参加状

況と家庭背景について 

本章は安徽省合肥市における小学生

がスポーツ有料スクールへの参加状

況を明らかにするために、予備調査

と本調査を行った。 

まず、本調査のインタビュー調査

に入る前に、安徽省合肥市の民間ス

ポーツ有料スクール及び小学生のス

ポーツ有料スクールの参加状況を明

らかにするため、予備調査を行う。

結果としては、参加状況における、

初めて参加される年齢、参加種目の

数、参加時間と学費四つの要素を作

成した。 

 また、インタビュー調査におい

て、対象者の選定は、安徽省合肥市

にある青少年スポーツ有料スクール

現場の保護者３名と保護者から推薦

された５名の合計 8人とした。内訳

は男性１名、女性７名である。それ

ぞれの子どもの内訳は男の子３名と

女こと５名であり、学年は１年生か

ら６年生までが含まれる。全員が有

料スポーツスクールに参加した経験

を有した。 

最後に、以上の要素を基づいて、安

徽省合肥市における小学生がスポー

ツ有料スクールへの参加状況及び家

庭背景を議論・考察する。 
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